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平
成
28
年
11
月
8
日
に
、
タ

イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
で
開
催
さ

れ
た
第
67
回
国
際
か
ん
が
い
排

水
委
員
会(

I
C
I
D)

理
事
会

に
お
い
て
安
積
疏
水
の
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
登
録
が
決
定

し
、
12
月
14
日
に
農
林
水
産
省

に
て
、
農
林
水
産
省
佐
藤
農
村

振
興
局
長
と
I
C
I
D
日
本
国

内
委
員
会
佐
藤
委
員
長
よ
り
登

録
証
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
さ
れ
る
対
象
施
設
は
、

建
設
か
ら
１
０
０
年
以
上
経
過

し
、
歴
史
的
・
技
術
的
価
値
の

あ
る
か
ん
が
い
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
登
録
を
含
め
、

国
内
で
は
27
施
設
（
東
北
で
は

４
施
設
）
が
登
録
さ
れ
ま
し
た

が
、
県
内
で
は
初
登
録
と
な
り

ま
す
。

安
積
疏
水
は
国
内
初
の
国
直

轄
農
業
水
利
事
業
で
す
。
明
治

５
年
に
小
林
久
敬
が
明
治
政
府

に
行
っ
た
、
猪
苗
代
湖
の
水
を

安
積
原
野
へ
通
水
す
る
「
建
言
」

と
「
見
積
書
」
が
原
案
と
な
り
、

オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
の
基
本
設
計
に
よ
り

明
治
12
年
に
建
設
に
着
手
し
、

明
治
15
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
発
電
（
明
治
32
年
開
始
）

や
水
道
（
明
治
45
年
開
始
）
に

も
利
用
さ
れ
、
現
在
も
福
島
県

の
食
文
化
・
産
業
・
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

安
積
疏
水
は
本
年
４
月
に
日

本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
安
積
疏
水
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
開
さ
く
に
関
わ
っ

た
農
業
土
木
の
先
人
に
思
い
を

馳
せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

南
相
馬
市
小
高
区
は
、
今
年

７
月
12
日
に
原
発
事
故
に
伴
う

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
自
宅
へ
戻
っ
た
住
民
は
震

災
前
の
10
％
ほ
ど
と
な
っ
て
い

ま
す(

10
月
末)

。
営
農
を
再
開

す
る
農
家
や
農
業
を
支
え
る
人

も
ご
く
一
部
し
か
戻
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
少
な
い
人
手
で

効
率
的
な
営
農
を
行
う
た
め
、

ほ
場
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

ほ
場
整
備
は
飯
崎(

は
ん
さ
き)

地
区
の
１
０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
約

29
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
１
区
画
の
大

き
さ
を
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
現
在

の
10
倍
）
と
な
る
と
す
る
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。
工
事
は
来
年

春
の
作
付
再
開
を
目
指
し
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
震
災
前
の
実
り
豊
か

な
風
景
を
と
り
戻
す
た
め
、
ほ

場
整
備
を
通
し
、
相
双
地
区
の

農
業
の
再
生
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
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安
積
疏
水
が

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
!!

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

【特集】

平
成
28
年
11
月
11
日
に
、
14

回
目
と
な
る
農
業
農
村
整
備
事

業
成
果
発
表
会
「
技
術
の
伝
承

と
農
村
整
備
の
新
た
な
目
線
」

と
題
し
て
、
郡
山
市
の
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
県
、

市
町
村
、
土
地
改
良
区
な
ど
の

関
係
者
１
０
０
名
以
上
が
参
加

し
ま
し
た
。

本
発
表
会
は
、
農
業
農
村
整

備
の
関
係
者
を
対
象
と
し
、
県

内
共
通
の
課
題
等
に
関
す
る
知

識
の
習
得
、
情
報
共
有
や
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
技
術
を
蓄

積
す
る
機
会
を
提
供
し
、
若
手

職
員
の
技
術
力
向
上
を
促
す
と

と
も
に
、
事
業
の
円
滑
な
推
進

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
表
の
ト
ッ
プ
は
、
今
年
度

全
国
11
道
県
22
名
の
福
耕
支
援

隊
を
代
表
し
て
相
双
農
林
事
務

所
の
大
庭
忠
信
主
査
（
北
海
道
）

が
「
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

５
年
と
８
ヶ
月
経
過
～
福
耕
支

援
隊
が
果
た
し
た
歩
み
と
福
島

県
へ
の
思
い
～
」
と
題
し
た
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
庭
主
査
は
こ
れ
ま
で
計
４
回

の
派
遣
支
援
の
経
験
を
踏
ま
え

写
真
を
交
え
な
が
ら
、
震
災
当

時
の
被
災
状
況
や
現
在
の
復
興

状
況
な
ど
を
説
明
し
、
全
国
か

ら
の
支
援
が
い
ま
だ
必
要
な
福

島
の
実
情
を
派
遣
職
員
の
視
点

で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
庭
主
査
の
報
告
後
、
た
め

池
放
射
性
物
質
対
策
事
業
や
地

域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
た
事

業
実
施
例
、
そ
の
他
特
徴
的
な

取
組
み
事
例
、
日
頃
の
業
務
の

実
績
や
苦
労
し
た
取
組
み
な
ど

計
16
件
の
成
果
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

本
発
表
会
は
来
年
度
も
開
催

予
定
で
す
。
今
回
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
皆
様
も
是
非
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
農
業
農
村
整
備
事

業
の
推
進
や
復
旧
復
興
の
加
速

化
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

県内各地から関係者が集まりました

成

果

発

表

会

県
内
か
ら
の
便
り

～
進
む
!!

ほ
場
整
備
事
業
～

福耕支援隊の大庭主査

第14回成果発表会

いわきのほ場整備を発表する佐藤主査

テレビで紹介されました！

相

双

農

林

事

務

所

工事が本格化しています(^^)/

計画から工事へ

飯崎地区計画図

伝達式の様子：登録証を受け取る安積疏水本田理事長と郡山市品川市長

農

村

計

画

課
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近
年
の
農
業
全
体
を
見
渡
す

と
明
る
い
兆
し
が
見
え
な
い
の

は
、
関
係
者
共
通
の
悩
み
だ
と

思
い
ま
す
。

当
改
良
区
で
も
例
に
漏
れ
ず
、

区
域
内
の
農
業
用
水
利
施
設
の

維
持
管
理
費
に
掛
か
る
経
費
に

つ
い
て
も
、
常
に
方
策
を
模
索

し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
中
、
平
成
24
年
よ
り
電
力
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
開

始
さ
れ
、
福
島
県
、
会
津
若
松

市
の
担
当
の
方
か
ら
の
勧
め
も

あ
り
、
県
内
で
は
珍
し
い
水
路

の
上
を
利
用
し
た
「
太
陽
光
発

電
施
設
」
を
平
成
27
年
度
に
設

置
致
し
ま
し
た
。

通
常
は
建
物
の
屋
根
の
上
、

平
地
や
田
の
法
面
で
設
置
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
事

業
（
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
交
付
金
）
の
趣
旨
か
ら
も

こ
の
箇
所
の
設
置
と
な
り
ま
し

た
。
法
定
外
水
路
上
の
取
り
扱

い
に
伴
い
、
行
政
と
の
お
互
い

初
め
て
の
行
為
の
協
議
も
多
岐

に
及
び
色
々
と
学
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。

今
後
、
当
土
地
改
良
区
は
さ

ら
に
地
域
資
源
を
活
か
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
こ

と
で
水
力
発
電
収
益
事
業
と
し

て
小
水
力
発
電
事
業
を
計
画
し
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
必
ず
来
る
永
遠
の
課

題
、
農
業
用
水
利
施
設
の
維
持

管
理
、
さ
ら
に
は
農
業
の
振
興

に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
会
津
東
部
土
地
改
良
区

添
田
啓
子
】
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『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

会

津

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
取
り
組
み
」太陽光パネル発電施設（H27年度完成）

地
域
に
根
ざ
し
た

水
土
里
ネ
ッ
ト

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

①

所
属
・
氏
名

②

出
身
地

③

学
生
時
代
の
専
攻

④

志
望
動
機
・
担
当
業
務
・
抱
負

①
県
北
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

豊
田

晃
大

②
神
奈
川
県
横
浜
市

③
生
物
資
源
科
学
部

生
物
環
境
工
学
科

④
福
島
県
の
震
災
復
興
の
一
助
と
な
り
た
い

と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
の
栗
本
地
区
と
東
根
堰
地
区
を

担
当
し
て
お
り
、
水
路
や
頭
首
工
の
補
修
工

事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
設
計
書
の
作
成
、

工
事
の
監
督
業
務
等
、
日
々
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
早
く
業
務
に
慣
れ
、
来
年
度
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

①
県
南
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

目
黒

健

②
南
会
津
郡
南
会
津
町

③
農
学
部

生
産
環
境
科
学
科

④
幼
い
こ

ろ
か
ら
身
近
な
仕
事
だ
っ
た
農
業
に
、
何
ら

か
の
形
で
貢
献
し
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し

た
。
た
め
池
整
備
事
業
の
釜
池
地
区
を
担
当

し
て
お
り
、
発
注
業
務
や
監
督
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
失
敗
も
成
長
の
機
会
と

し
て
前
向
き
に
と
ら
え
、
毎
日
少
し
ず
つ
成

①
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

佐
藤

明
美

②
郡
山
市

③
食
産
業
学
部
環
境

シ
ス
テ
ム
学
科

④
福
島
県
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。
県
単
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
槻
ノ
木
地
区
を
担
当
し
て
お

り
、
ほ
場
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
設

計
な
ど
の
監
督
や
、
工
事
設
計
書
の
作
成
を

し
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
問
題
な

ど
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
南
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

薄
葉

孝
太
郎

②
い
わ
き
市

③
理
学
部

生
物
科
学
科

④
県
の
農
業
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
た
た
め
で

す
。
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
・
南
会
津

西
部
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
11
月
に
農

道
の
舗
装
工
事
が
完
了
し
、
現
在
は
ほ
場
整

備
工
事
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
な
り

の
考
え
方
や
、
や
り
方
を
仕
事
に
活
か
せ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
二
課

岡
本

ゆ
き
な

②
会
津
若
松
市

③
食
産
業
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

④
大
学
で
の
学
び
を
、
生
ま
れ
育
っ
た
福
島

県
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
思
い
、
志
望
し

ま
し
た
。
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
馬
場
西

地
区
を
担
当
し
て
お
り
、
設
計
書
の
作
成
や

業
務
の
監
督
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
震
災
復
興
の
最
前
線
で
の
仕
事

に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
業
務
に

取
り
組
む
中
で
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

福

耕

支

援

隊

情

報

相
双
農
林
事
務
所
農
村
整

備
第
二
課
で
津
波
被
災
農

地
の
ほ
場
整
備
及
び
災
害

復
旧
に
携
わ
っ
て
い
る
福

耕
支
援
隊
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

第
二
課
26
名
の
う
ち
12

名
が
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
県
ま
で
、
１
年
又

は
２
・
３
ヶ
月
の
期
間
で

各
道
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た

農
業
土
木
職
員
で
あ
り
、

そ
の
力
を
借
り
て
、
平
成

28
年
度
は
10
億
～
10
数
億

円
の
債
務
工
事
９
件
を
含

１
３
７
億
円
（
繰
越
予
算

を
含
む
）
の
予
算
の
執
行

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

福
耕
支
援
隊
の
方
々
に

は
、
事
業
地
区
の
担
当
者

と
し
て
地
元
や
関
係
機
関
と

の
調
整
や
工
事
発
注
、
工
事

監
理
、
災
害
復
旧
事
業
の
計

画
変
更
な
ど
、
プ
ロ
パ
ー
職

員
と
同
じ
業
務
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ほ
場
整
備

事
業
は
、
地
元
農
家
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
が
重
要
で
あ

り
、
福
耕
支
援
隊
の
真
面
目

な
仕
事
ぶ
り
は
、
地
元
か
ら

も
信
頼
を
得
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

福
耕
支
援
隊
の
方
々
は

責
任
感
が
強
く
、
夜
遅
く

ま
で
の
残
業
も
い
と
わ
ず

業
務
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

津
波
被
災
地
の
農
業
の
復

興
に
は
、
今
後
も
福
耕
支

援
隊
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

大澤技師(北海道)大野主任主査(愛媛県)佐藤主任主査(新潟県)彌田技師(大分県)

森技師(北海道)水澤主査(新潟県)阿保主査(青森県)大澤技師(北海道)棚原副主査(沖縄県)

吉澤技師(栃木県)

会津東部土地改良区

県内では珍しい水路の上にパネルがあります

川上副主査(新潟県)

田口主任主査(滋賀県)


